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論 文 の 内 容 の 要 旨 
 
 江戸時代前期の染織品に関する研究は、17 世紀後半より出版された小袖雛形本や染色関連の技法書、
初期風俗画などを手がかりとして、主に小袖服飾における意匠形式や文様に着目して進められてきた。
しかし資料の多くは社会的地位の高い支配者層および富裕町人層対象であるために、得られる見解も
ごく限られた階層に関するものであった。そこで本研究では、新たに公益財団法人三井文庫所蔵の 2
種類の呉服関係史料『宗感覚帳』および『染代覚帳』を染織資料として取り上げ、既に検討されてき
た小袖雛形本、井原西鶴の作品、初期風俗画などを呉服史料の観点から網羅的に見直していく。これ
により、江戸時代天和年間すなわち 1600 年代最後の四半世紀を中心とした京周辺の人々の衣生活に
関わる染織品の実態に迫ることを目的としている。 
 越後屋呉服店は三井高利により延宝元年（1673）に創業された。『宗感覚帳』は高利の 6 男三井高
好により天和 3 年から元禄 3 年（1683～1690）に記された私的な記録である。18 項目の記載事項の
うち染織関連の項目が 4 項目含まれる。本研究ではこの中から、価格の記録が残る「亥七月店落残」
および「呉服物相場書上」を主に取り上げている。『染代覚帳』は三井家の 8 代または 9 代当主によ
り収集されたと考えられる染色関連資料である。奥書に天和 3 年（1683）の紀年と写した人物の署名
が残り、多くの専門的な染色名称と価格が記されており、『宗感覚帳』と並ぶ貴重な染織資料である。 
 本論文の序論では研究の背景および従来の研究を明確にしたうえで、本研究の意義を述べた。 
 第 1 章では、主たる資料について、その位置づけと内容把握を行った。三井家の歴史および創業期
の越後屋呉服店の状況を把握し、『宗感覚帳』・『染代覚帳』の書誌学的検討を行った上で、染織品に関
する全記載内容を表にまとめた。また、江戸時代前期の染色・服飾事情を総合的に捉える手がかりと
  
して、井原西鶴の 7 作品（『好色一代男』『好色五人女』『好色一代女』『日本永代蔵』『世間胸算用』『西
鶴織留』『男色大鑑』）に描かれる染織品に関する記述を網羅的に抜粋し表にまとめた。加えて、小袖
服飾の研究には不可欠である小袖雛形本について、言葉書きのある天和年間前後の 9 種（『四季模様
諸礼繪鑑』『御ひいなかた上・下』『御雛形萬女集』『新板小袖御ひいなかた』『新撰御ひいなかた』『新
板当風御ひいなかた』『今様御ひいなかた』『諸国御ひいなかた』『源氏ひなかた』）を挙げ、記載され
る文字情報を表にまとめた。これらの基礎資料をもとに 2 章から 4 章の研究を展開する。 
 第 2 章では、『宗感覚帳』「呉服物相場書上」に記載されている染織品の名称と価格から、江戸時代
前期の染織品の実態と価格、受容についてその状況を明らかにした。検討対象は、『宗感覚帳』と西鶴
作品に共通して見られる毛類、繻子、絖、綸子、龍文（竜門）、紗綾、縮緬、羽二重、ビロードとした。
考察に際し、『万金産業袋』（三宅也来〈1732〉）と『唐船輸出入品数量一覧』（永積洋子編）を反物の
特徴および国産品・輸入品の検討資料として用いた。その結果、上述の各染織品は、当時一般庶民に
は手の届かない非常に高価なものであることが明らかになった。これら高価な染織品を敷物や小袖と
して贅沢に使用できたのは、太夫や歌舞伎女形役者、裕福な町人層など経済的に余裕のある立場の人々
であり、茶屋女や一般町人は、足袋や腰巻など部分的に服飾の中に取り込むことで贅沢感を楽しんだ
こともわかった。また井原西鶴が丹念な服飾描写だけでなく、登場人物の立場や経済面を考慮した染
織品を選択して描いていることも明らかとなった。 
 第 3 章・第 4 章では『染代覚帳』の研究を行った。第 3 章では全ての記載項目を内容ごとに分類し
て染代（染価格）に着目し、近い時期の物価や西鶴作品に描写される町人風俗・金銭感覚との比較を
通して考察した。その結果、『染代覚帳』は中流から下級の武士、町人、職人層および一般町人女性な
ど幅広い中間層を対象とした呉服関係の染色資料であることがわかった。第 4 章では、『染代覚帳』
に記載される染色・加工名称に着目し、天和年間当時の小袖服飾・染色の実態解明を進めた。考察に
際し初期風俗画、小袖雛形本、各種染色技法書・指南書を用い、複数の新知見を得た。まず、江戸時
代初期の武家服飾および江戸時代後期の江戸町人の粋の文化とされる小紋については、京周辺では天
和年間当時から着られており、着用者層は従来言われてきたよりも幅広い。次に、武士の五所紋付が
濃色地に白上げであるのに対し、町人・職人層の紋所は描き、繍、型染などの別技法の可能性が認め
られた。使用者層の異なる『染代覚帳』と小袖雛形本の地色の比較からは、赤・黄系統色は裕福な人々
しか使用できない高価な染料であることを指摘した。これまで技法が明らかでなかった更紗染は 2 枚
以上の型と糊を使用する型染で、輸入の更紗が木綿地であるのに対し、日本では絹紬地にも染められ
ていたことがわかった。加工・地質の変更項目と代金の設定があることから、注文者の好みに応じた
地質、色、紋、上絵などを組み合わせた注文が可能であったことが明らかとなった。最後に、当時の
呉服関係業界では、禁令を意識した商品の展開を行っていたこともわかった。 
第 5 章結論では、新たな研究資料として取り上げた『宗感覚帳』・『染代覚帳』の資料的価値を見出
した本研究の意義を述べ、第 2 章から第 4 章で得られた新知見をまとめた。『宗感覚帳』の研究では、
西鶴作品記載の染織品と価格を比較した結果、西鶴が服飾描写において経済面にも即して記していた
ことを具体的に提示することができた。「小紋」については、当時少なくとも京周辺における中間層の
人々の間に普及していたことを明らかにした。これは、小紋の町人層への普及が江戸時代中・後期と
  
する従来の説に再検討の必要性を提示するものである。地色系統の比較においては、小袖雛形本に最
も多い赤・黄系統は『染代覚帳』には全く見られず、それに代わって藍・茶色系統が最も多く見られ
た。これは赤・黄系統がいかに高価な染料であったかを示すと同時に、当時から社会の中間層が着装
できる天然染料による色の色相というものが藍と茶系統であったことを示すものである。染織技法に
おいては、当時の「びろうど」には舶載の織物のビロードと和製の染色の「びろうど色」があったこ
と、また「さらさぞめ」は 2 枚 3 枚の型を用いて木綿に限らず絹紬に染める型染であったことを明ら
かにした。これら従来小袖雛形本の文字表記のなかで納得いく説明がなされなかった「ぢびろうど」
や「ぢさらさぞめ」の意味の解明は、小袖雛形本研究にも寄与するものである。 
以上 17 世紀末に着実に京に芽生えていた社会の中間層の服飾や染織品が、その後どのような展開
を見せるのか、またこのような商品が江戸に普及するのはいつ頃なのか、今後の研究課題としたい。 
 
 
論文審査結果の要旨 
 
江戸時代前期は、染織史的には遺品のほとんどない時期であり、これまでの研究は当時発行さ
れていた『小袖雛形本』や風俗図巻といった図像的資料や文学作品、随筆等の文字資料に限られ
ていた。しかし、これらの資料は十分にその価値を持っているとはいえ、実際の染織品について
の細かな記録とは言いがたく、また、描写されている染織品がどこまで実際に用いられていたの
か、という視点からの考察は十分ではなかった。 
本研究は、このような実態の明らかでない天和年間期をとりあげ、これまで資料として埋もれ
ていた公益財団法人三井文庫所蔵の 2 種類の呉服関係史料『宗感覚帳』および『染代覚帳』を染
織資料として取り上げて、すでに研究されてきた諸資料を再度検討することによって天和年間期
の京周辺の人々の衣生活を明らかにするものである。 
 
本論文は以下のような構成である。 
序論では、研究の背景と従来の研究成果を明らかにし、本研究の目的と意義を述べた。 
第 1 章では、主な資料の検討を行い、その位置を明確にした。 
まず、本研究の中心となる『宗感覚帳』と『染代覚帳』の書誌学的検討をおこない、そこに記
載されている染織名称を一覧表にまとめた。 
次に当時の文学作品として染織・服飾関係の資料としても定評のある井原西鶴の 7 作品（『好
色一代男』『好色五人女』『好色一代女』『日本永代蔵』『世間胸算用』『西鶴織留』『男色大鑑』）
に描かれる染織品に関する記述を網羅的に抜粋し表にまとめた。 
さらに図像的な資料として多く研究対象となっている小袖雛形本について、天和年間前後の 9
種を挙げ、記載されている説明の内容を表にまとめた。 
以下の章で、この 3 種の資料を用いて、実際に染め代として使用されていた染織名称と文学作
品に登場する人物と染織名、小袖雛形本に見られる贅沢な意匠とその染織名とを比較検討する基
  
礎資料とした。 
第 2 章では『宗感覚帳』「呉服物相場書上」に記載されている染織品の名称と価格から、江戸
時代前期の染織品の実態と価格、受容についてその状況を明らかにし、『万金産業袋』（三宅也来
〈1732〉）と『唐船輸出入品数量一覧』（永積洋子編）を検討資料として用いた。その結果、輸入
品として記載されていた染織品は高価なものであり、一般庶民には手の届かないものであること
が明らかになった。井原西鶴はその作品中に丹念な服飾描写を行うとともに、着装している人物
の立場や経済面が明らかになるような記述を行っており、染織品の考察においても重要な資料で
あることが確認された。 
 第 3 章では『染代覚帳』の検討を行った。本書に記載されている項目を内容ごとに分類 
して染代（染価格）に着目し、その価格がどの程度のものであるか、当時の物価や賃金と比較し、
西鶴作品に描かれている町人の金銭感覚との比較を行った。その結果、『染代覚帳』は中流から
下級の武士、町人、職人層および一般町人女性などの中間層を対象とした呉服関係の染色資料で
あることが明らかとなった。 
第 4 章では、『染代覚帳』に記載される染色・加工名称に着目し、当時の小袖服飾・染色の実
態解明のために、初期風俗画、小袖雛形本、各種染色技法書・指南書等資料と比較検討した結果、
いくつかの新知見を見出している。 
第 5 章結論では、新たな研究資料として取り上げた『宗感覚帳』・『染代覚帳』を基とした研究
の意義を述べ、第 2 章から第 4 章で得られた新知見をまとめた。 
①小紋は、京周辺では天和年間当時から着られており、着用者層は従来の説より幅広いことを
指摘した。 
②紋付は、風俗画より武士の五所紋付が濃色地に白上げであるのに対し、町人・職人層の紋所
は描き、繍、型染などの別技法の可能性が認められた。 
③小袖雛形本の地色からは、『染代覚帳』には登場しない赤・黄系統色は裕福な人々しか使用
できない高価な染料であることが確認された。 
④更紗染は 2 枚以上の型と糊を使用する型染で、輸入の更紗が木綿地であるのに対し、我が国
では絹紬地にも染められていたことが明らかとなった。 
⑤『染代覚帳』にみられる加工・地質の変更項目と代金の設定は、地質、色、紋、上絵などを
組み合わせた注文が可能であったことが明らかとなった。 
⑥当時の衣服に対する禁令を意識した商品の展開を行っていたことも指摘できた。 
⑦当時の「びろうど」には舶載の織物のビロードと和製の染色の「びろうど色」があったこと
を明らかにした。 
 
これまで不確実であった江戸天和期の染織名称とその実態について、新資料の解読を丹念に行
い、また従来の資料を再検討し比較考察した点は、現存する遺品がほとんど存在しない時期の染
織史研究において、あらたな一面を追加することになり大いに評価できるものである。さらに、
当時の階層による衣服の着装の違いについて、あらゆる資料から分析するだけでなく、染色の注
  
文という具体的な状況から明らかにできたことは、服飾史研究においても意義のあることである。 
以上の点から審査委員会は、本研究の課題の意義、研究手法の妥当性、確かな分析力によって
新しい知見が得られたことについて高く評価し、博士（学術）の授与に値すると判断した。 
 
